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求めて学ぶ 考えて行う 自ら鍛える １２月１日（火）

パラリンピック競泳 木村敬一選手

『オリンピック・パラリンピック教育講演会』

校長 飯野 博史
早いもので今年のカレンダーも残り一枚となりま

した。もうすぐ楽しみなクリスマス、冬休みを迎え

ます。今年は新型コロナウイルスの影響で、例年と

は少し違った年末年始になりそうです。引き続き、

感染防止に努めていきましょう。

八中では毎年、１２月に人権週間を設定し「人権

講演会」を開催してきました。今年度は昨年度に引

き続き「オリンピック・パラリンピック教育講演会」

として実施します。講師として現役パラリンピック

競泳選手木村敬一さんにお願いしました。本来であ

れば、体育館で講演をうかがう予定ですが、新型コ

ロナウイルス感染防止のためオンラインにより実施することとしました。

１ ねらい

① 東京オリンピック・パラリンピックに関心をもつとともに、一人一人がオリンピッ

ク・パラリンピックにどうかかわっていくか考える機会とする。

② 障害のある人に対する正しい知識と理解を促進し、偏見や差別をなくす。

③ 障害のある、なしにかかわらず、全ての人が前向きに自分らしく生きていく社会の

実現について考える。

２ 内 容

現役パラリンピック競泳選手 木村敬一さんによる講演会

演題「パラアスリートから見た世界」

３ 日 時

１２月１０日（木）２，３校時 各教室でオンラインによる講演を視聴

しらさぎ

◎木村敬一さん プロフィール
先天性疾患により、2歳のとき視力を失う。母のすすめで10歳から水泳を始め、筑

波大学付属盲学校（現・筑波大学付属視覚特別支援学校）で水泳部に所属。

2008年の北京パラリンピックから2016年のリオパラリンピックまで３大会連続出場

を果たす。日大４年時に出場したロンドンパラリンピックでは、日本代表選手団の旗

手を務め、銀メダル１、銅メダル１を獲得。その後も活躍を続け、リオパラリンピッ

クでは銀メダル２個、銅メダル２個を獲得した。2019年にロンドンで開催されたパラ

水泳世界選手権の100mバタフライで優勝し、東京2020パラリンピック日本代表に内定。

2018年4月からアメリカに拠点を移し、悲願の金メダル獲得に向けて練習に励んでい

る。(2019.10現在)

【アピールポイント】

「泳ぎは美しいとは言えないかもしれないけれど、アピールポイントはパワーで押

していくところ。それから、スタートダッシュです」

※ 日本財団パラリンピックサポートセンターＨＰから引用しました



◎生徒の活躍
・令和２年度いじめ防止啓発ポスター

（目黒区教育委員会主催）

最優秀賞 ○○○○さん

・令和２年度第58回中学生作文コンクール

（公益財団法人生命保険文化センター主催）

東京都３等 ○○○○さん

・令和２年度薬物乱用防止活動率先校

（東京都福祉保健局健康安全部主催）

目黒区立第八中学校

※ 薬物乱用防止ポスター・標語の作成を通して、

薬物乱用防止啓発活動を積極的に推進したことに

より表彰されました。

◎１２月の主な行事予定

※ 12月28日（月）、1月4日（月）、5日（火）は教育活動停止日とし、部活動などの

教育活動は行いません。

１日（火）安全指導日

３日（木）避難訓練、三者面談始（3年）

７日（月）人権週間、全校朝礼

三者面談終（1，2年）

７日（土）午前授業日

９日（水）いじめ問題を考える

めぐろ子ども会議（2年生）

10日（木）ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ講演会

学校公開日

12日（土）午前授業

14日（月）学年朝礼、心臓検診（1年）

17日（木）専門委員会

18日（金）中央委員会

21日（月）勤労感謝の日

25日（水）生徒会朝礼

（いじめ防止スローガン発表）

22日（火）校内駅伝大会（1，2年生）

24日（木）美化デー

25日（金）冬休み前集会

28日（月）教育活動停止日

1月4日（月）・5日（火）教育活動停止日

８日（金）全校朝礼、避難訓練

◎エンジョイ八中
１１月２５日（水）第２学年、２６日（木）第１

学年で「エンジョイ八中」を行いました。「エンジ

ョイ八中」はＥ組とＡ・Ｂ・Ｃ組の生徒たちがゲー

ムやスポーツなどを通して交流を深める行事です。

今年度は感染防止のため、学年ごとに体育館でＥ

組のキーボードやハンドベルの演奏を聴き、お互い

に交流を深めることとしました。ハンドベルで「ふ

るさと」「春の小川」など日本の懐かしいメロディ

ーを演奏しました。キーボードでは嵐の「カイト」

を演奏しました。Ａ・Ｂ・Ｃ組の代表生徒がハンドベルを一緒に演奏する場面もあり、

交流が深まりました。

後半は昨年度、Ｅ組がブラジルの児童施設と交流を行ったときのビデオを紹介しまし

た。日常のＥ組の授業の様子などを知るいい機会となりました。

「演奏を聴いて感動した」「もっと交流を深めたい」「Ｅ組の日頃の授業や活動の様子

がよく分かった」など、うれしい感想がたくさんありました。


